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北
大
百
年
の
諸
問
題



札
幌
農
学
校
と
米
欧
文
化

札幌農学校と米欧文化

一
八
七

0
年
代
の
米
欧
文
化
と
日
本

一
八
七

0
年
代
、
つ
ま
り
札
幌
農
学
校
が
設
立
さ
れ
た
一
八
七
六
年

(
明
治
九
〉
当
時
の
米
欧
文
化
が
ア
ジ
ア
(
日
本
〉
の
そ
れ
と
対
比
し
て

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
全
面
的
に
論
じ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
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で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
こ
ろ
、
米
欧
一
二
カ
国
を
回
覧
し
た
岩

倉
使
節
団
の
自
で
と
ら
え
ら
れ
た
米
欧
文
化
の
諸
特
徴
を
、
本
稿
で
必
要

な
限
り
で
み
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

岩
倉
使
節
団
は
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
を
特
命
全
権
大
使
と
し
、
参
議
木

戸
孝
允
J

大
蔵
卿
大
久
保
利
通
ら
当
時
の
明
治
政
府
の
実
力
者
が
副
使
に

名
を
連
ね
、
総
勢
約
五

O
名
の
大
使
節
団
だ
っ
た
。
一
行
は
一
八
七
一
年

(
明
治
四
〉
か
ら
七
三
年
(
明
治
六
)
に
か
け
て
一
年
一

0
カ
月
の
問
、

田

彰

中

米
・
英
・
仏
・
ベ
ル
ギ
ー
・
蘭
・
独
・
露
・
デ
ン
マ

l
グ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
伊
・
填
・
ス
イ
ス
の
一
二
カ
国
を
回
覧
し
た
。
彼
ら
は
国
書
の
捧
呈

や
条
約
改
正
の
予
備
交
渉
の
他
、
米
欧
の
近
代
国
家
の
あ
り
方
や
そ
の
文

化
を
つ
ぶ
さ
に
か
つ
鋭
く
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
報
告
書
『
特

、
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
(
久
米
邦
武
編
、
全
五
編
一

O
O巻
、
五

冊
。
岩
波
文
庫
版
、
全
五
冊
。
た
だ
し
、
以
下
の
ペ

l
少
数
は
原
本
に
よ

る
)
は
、
太
政
官
記
録
掛
刊
行
と
し
て
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
〉
に
出

版
さ
れ
た
。
札
幌
農
学
校
開
設
の
翌
々
年
で
あ
る
。

そ
の
各
編
に
は
各
国
の
見
聞
記
が
あ
る
が
、
第
五
編
で
は
五
巻
に
わ
た

っ
て
総
括
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
こ
の
「
総
論
」
部
分
を
中
心
に
、
い

く
つ
か
の
特
徴
点
を
浮
彫
り
に
し
て
み
よ
う
。

そ
の
第
一
は
、
人
種
論
を
ひ
と
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
し
て
(
も
と
よ

り
、
人
種
論
で
米
欧
と
ア
ジ
ア
を
す
べ
て
割
り
き
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
)
、
東
西
両
洋
の
性
格
と
発
想
の
ち
が
い
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
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る
。
す
な
わ
ち
、
白
人
種
は
「
情
慾
ノ
念
燥
γ
ュ
、
宗
教
ニ
熱
中
三
自

ラ
制
抑
ス
ル
カ
乏
シ
、
略
言
ス
レ
ハ
、
慾
深
キ
人
種
ナ
リ
」
と
い
い
、
黄

色
人
種
は
、
「
情
慾
ノ
念
薄
ク
、
性
情
ヲ
矯
採
ス
ル
ニ
強
シ
、
略
言
ス
レ

ハ
慾
少
キ
人
種
ナ
リ
」
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
西
洋
の
政
治
は
「
保
護
ノ
政

治
」
で
あ
り
、
東
洋
は
「
道
徳
ノ
政
治
」
に
な
る
、
と
い
う
(
第
五
編
一

四
八
ペ
ー
ジ
。
以
下
、

v
一
四
八
ペ
ー
ジ
と
略
記
)
。

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
一
方
に
は
「
慾
深
キ
人
種
」
、
他
方
に
は
「
慾

少
キ
人
種
」
を
生
じ
た
の
か
。
そ
れ
を
風
土
と
の
関
わ
り
で
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。
こ
こ
に
第
二
の
特
徴
を
み
る
。

つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
土
地
は
も
と
も
と
肥
沃
で
な
い
か
ら
農
耕
の

み
で
は
生
活
が
で
き
ず
、
牧
畜
で
補
つ
で
も
な
お
満
足
で
き
な
い
。
勢
い

彼
ら
は
地
中
に
ま
で
も
利
を
求
め
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
や
労
働
力
に
よ
っ
て

天
然
の
条
件
を
克
服
し
て
い
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
(
日
本
)
は
そ
の
逆
で
あ

る
、
と
す
る
。
だ
か
ら
、
風
土
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

勤
勉
に
対
し
て
ア
ジ
ア
の
怠
惰
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
特
に
日
本
の
場

北大百年の諸問題

合
は
模
倣
性
を
強
調
し
て
い
る
。

『
回
覧
実
記
』
は
「
凡
ソ
天
然
ノ
利
ハ
、
必
ス
人
功
ヲ
経
テ
、
実
益
ヲ

発
ス
、
天
産
ニ
人
工
ヲ
加
へ
テ
、
其
形
ヲ
変
化
セ
ル
ヲ
工
産
ト
イ
フ
」

(
V一
一
一
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、

「
欧
洲
ノ
経
済
説
」

を
引
き
、
こ
の
工
産
の
諸
形
態
を
「
化
形
」
「
変
形
」
「
変
位
」
と
い
う
語

で
分
け
る

(
V
一
九

O
ー
一
九
一
ペ
ー
ジ
)
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
そ
れ
ぞ

れ
農
業
、
工
業
、
商
業
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
し
て
ア
ジ
ア
は
、
「
鳴
呼
、
天
利
-
一
富
ル

モ
ノ
ハ
、
人
力
ニ
惰
リ
、
天
利
ニ
倹
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
人
力
ニ
勉
ム
、
是
天

ノ
自
然
-
↑
一
平
均
ヲ
持
ス
ル
所
欺
」

(
E
一
一
一
一
一
九
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
そ
こ

に
は
ア
ジ
ア
(
日
本
)
へ
の
自
省
を
こ
め
た
嘆
声
が
あ
る
。

第
三
に
、
右
の
こ
と
は
、
人
民
の
自
主
の
権
や
財
産
権
の
主
張
と
か
ら

む。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
は
、
み
ず
か
ら
の
「
情
慾
」
を
遂
げ
、
快
美
の
生

活
を
な
そ
う
と
す
る
か
ら
、
勢
い
そ
こ
で
は
自
主
の
権
を
と
な
え
、
自
己

の
財
産
に
は
君
主
と
い
え
ど
も
指
一
本
触
れ
さ
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ア

ジ
ア
で
は
そ
う
い
う
「
利
欲
ノ
論
ハ
、
最
モ
人
ノ
恥
ヅ
ル
所
」

(
V
一
六

一
一
ペ
ー
ジ
〉
だ
と
す
る
。
つ
ま
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
廉
恥
」
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
そ
れ
と
は
、
全
く
内
容
を
異
に
し
て
い
る
、
と
み
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
前
述
の
東
西
両
洋
の
「
道
徳
」
と
「
保
護
」
の
政
治
の

相
違
と
も
連
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て

な
ぜ
自
由
や
民
権
の
論
が
お
こ
り
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
資
本
主
義
が
勃

興
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

そ
の
こ
と
は
、
第
四
に
、
東
西
両
洋
に
お
け
る
社
会
構
造
の
ち
が
い
の

認
識
に
も
連
な
っ
て
い
る
。

『
回
覧
実
記
』
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
の
特
質
を
「
会

社
」
的
性
質
と
み
る
。
い
う
な
れ
ば
そ
れ
は
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
(
利
益
社

す
な
わ
ち
、
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会
)
的
な
社
会
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
ア
ジ
ア
は
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

(
共
同
社
会
)
的
な
社
会
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
「
慾
深
キ
人

種
」
と
「
慾
少
キ
人
種
」
と
い
う
規
定
が
背
後
に
あ
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
に
お
け
る
「
共
和
」
「
君
民
同
治
」
「
専
制
」
の
政
治
形
態
の

相
違
も
、
所
詮
は
そ
の
「
会
社
ノ
結
習
ニ
出
サ
ル
ハ
ナ
シ
」

(
V
一
六
一

ペ
ー
ジ
)
と
断
言
し
て
俸
ら
な
い
の
で
あ
る
。

す
で
に
み
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア

で
は
「
富
」
を
め
ぐ
っ
て
全
く
異
な
る
発
想
が
あ
っ
た
。
西
洋
世
界
が

「
痔
悪
」
な
風
土
に
対
し
、
「
能
講
究
シ
、
能
刻
苦
シ
、
能
ク
協
和
シ
、

人
事
ヲ
尽
シ
、
天
ニ
勝
ツ
ノ
道
ヲ
求
」

(
V
二
四
三
ペ
ー
ジ
)
め
る
と
す

れ
ば
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
か
ら
合
理
的
、
体
系
的
な
思
考
様
式
が
要
請
さ

れ
る
。
こ
こ
に
第
五
の
特
徴
が
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
「
理
、
化
、
重
ノ
三
学
ヲ
開
キ
、
此
学
術

ニ
モ
ト
ツ
キ
、
助
力
器
械
ヲ
工
夫
シ
、
力
ヲ
省
キ
、
カ
ヲ
集
メ
、
カ
ヲ
分

チ
、
力
ヲ
均
ク
ス
ル
ノ
術
ヲ
用
ヒ
、
其
拙
劣
不
敏
ノ
才
智
ヲ
媒
劫
シ
、
其
利

用
ノ
功
ヲ
積
一
ア
、
今
日
ノ
富
強
ヲ
致
セ
リ
」

(
E
二
七
七
ペ
ー
ジ
)
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
西
洋
人
ノ
事
業
ヲ
起
ス
、
其
目
論
見
ヲ
立
ル
ト
キ

ニ
、
甚
タ
周
密
-
一
思
慮
ヲ
尽
シ
テ
、
事
事
詳
慎
ナ
ル
コ
ト
、
殆
ト
日
本
人
ト

反
対
ノ
性
質
ナ
リ
、
其
考
案
商
量
ヲ
積
ミ
、
其
成
果
ア
ル
ベ
シ
ト
ス
レ
ハ
、
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雛
形
、
図
取
ヲ
ナ
ス
」

(
E
ニ
一
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
い
、
ま
た
、
「
東
洋
人
ハ

実
験
ニ
巧
者
ナ
リ
、
西
洋
人
ハ
術
理
-
一
達
者
ナ
リ
、
東
洋
ノ
巧
ミ
ナ
ル
ハ
手

術
ニ
ア
リ
、
西
洋
ノ
巧
ミ
ナ
ル
ハ
器
械
-
一
ア
リ
」

(
H四
三
七
ペ
ー
ジ
〉

と
い
う
指
摘
に
も
通
ず
る
だ
ろ
う
。
そ
の
思
考
様
式
を
『
回
覧
実
記
』
の

表
現
を
用
い
て
対
比
的
に
い
え
ば
、
「
東
洋
人
」
|
「
プ
ラ
チ
カ
ル
」

l
「無

形
ノ
理
学
」
に
対
し
、
「
西
洋
人
」

l
「
タ
オ
リ
ッ
ク
」

l
「
有
形
ノ
理

学
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

(
V
二
三
四
ペ
ー
ジ
・

I
五
0
ペ
ー
ジ
等
)
。

以
上
、
五
つ
の
特
徴
を
列
挙
し
た
が
、
も
と
よ
り
こ
れ
に
尽
き
る
も
の

で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
八
七

0
年
代
の
日
本
側
か
ら
み
た
東
西
両
洋
の

文
化
の
相
違
の
認
識
だ
け
は
十
分
に
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し

た
認
識
は
、
日
本
人
の
能
力
の
欧
米
に
対
す
る
劣
性
を
強
調
す
る
た
め
の

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
『
回
覧
実
記
』
は
随
所
に
そ
れ
を
克
服
し
う
る

能
力
を
日
本
が
も
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
脱
亜
入
欧
」
的
な
発
想
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と

(
1
)
 

も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
い
ま
は
さ
て
お
き
、
本
稿
の
課
題
か
ら
い
え
ば
、
こ
の

岩
倉
使
節
団
が
ア
メ
リ
カ
に
足
を
印
し
た
と
き
、
そ
こ
で
強
烈
に
印
象
づ

け
ら
れ
た
次
の
二
点
だ
け
は
つ
け
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
あ
ま
り
に
も
ア
ジ
ア
(
日
本
)
と
異
な
っ
た
男
女
の

風
俗
で
あ
っ
た
。
一
行
が
初
め
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ホ
テ
ル
に
入
つ

た
と
き
、
紳
土
淑
女
は
す
べ
て
カ
ッ
プ
ル
で
肩
を
寄
せ
合
い
、
男
性
が
あ

た
か
も
女
性
の
し
も
ベ
か
の
ご
と
く
振
舞
う
姿
を
み
た
。
久
米
邦
武
の
表

現
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
下
劣
な
風
俗
」
で
あ
り
、

「
全
く
乾
坤
を
反
覆
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し
た
嬉
天
下
」
が
そ
こ
に
は
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
『
久
米
博
士
九

十
年
回
顧
録
』
下
巻
、
二
五
三
ペ
ー
ジ
)
。

こ
れ
は
米
欧
世
界
に
当
時
接
し
た
日
本
人
の
共
通
し
た
感
想
だ
っ
た
、

と
い
っ
て
よ
い
。
一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
)
、
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
矢

野
文
雄
も
、
そ
の
著
『
周
遊
雑
記
』
(
同
年
刊
)
の
冒
頭
で
、
「
西
洋
ノ

男
女
風
俗
ノ
事
」
を
述
べ
、
「
女
房
ハ
大
将
軍
ニ
テ
亭
主
ハ
其
ノ
副
将
軍

タ
ル
姿
ナ
リ
」
(
三
ペ
ー
ジ
〉
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
急
速
な
ア
メ
リ
カ
開
拓
の
進
展
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
の
感
想
で
あ
る
。
使
節
団
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
開
拓
の
中
に
、
近
代
国

家
に
お
け
る
人
民
の
自
主
と
自
由
の
典
型
を
み
た
。
『
回
覧
実
記
』
が

「
天
地
ノ
利
ハ
、
人
力
ヲ
加
へ
テ
始
テ
興
ル
、
昔
日
ノ
労
ハ
今
日
ノ
富
ナ

リ」

(
I七
九
ペ
ー
ジ
)
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と

と
重
な
る
が
、
そ
の
と
き
「
不
教
ノ
民
ハ
使
ヒ
難
ク
、
無
能
ノ
民
ハ
用
ヲ

ナ
サ
ス
、
不
規
則
ノ
事
業
ハ
効
ヲ
ミ
ス
」

(
I
一
四
六
ペ
ー
ジ
)
と
い
っ

て
い
る
こ
と
は
留
意
し
て
よ
い
。
そ
こ
に
使
節
団
は
教
育
と
宗
教
の
役
割

北大百年の諸問題

を
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。

あ
の
ア
メ
リ
カ
の
「
紳
士
」
た
ち
が
、
な
ぜ
熱
心
に
宗
教
を
信
じ
、
さ

か
ん
に
「
小
学
」
を
お
こ
し
、

「
高
尚
ノ
学
」
を
あ
と
に
し
て
普
通
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
「
頑
魯
」
な
「
流
民
傭
奴
」
の
「
明

善
ノ
心
」
を
啓
発
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
「
敬

神
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、

「
学
知
ノ
益
」
を
与
え
る
た
め
に
は
、

語
、
筆
算
、
物
理
」
が
切
に
必
要
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
活

が
定
ま
る
や
、
こ
れ
に
「
規
則
」
を
付
与
し
、
「
功
程
」
を
課
し
、
そ
れ

を
「
厳
督
」
し
、
信
賞
必
罰
、
率
先
し
て
生
産
を
輿
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
す
る
。

か
く
し
て
、
「
民
心
ミ
ナ
其
方
向
ヲ
一
ニ
シ
テ
、
富
殖
ノ
源
ヲ
培
養
ス
ル

〈

2
)

ニ
ヨ
リ
、
国
ノ
興
ル
勃
如
ナ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
る

(
i
一
四
六
ペ
ー
ジ
)
。

さ
て
、
本
稿
の
主
題
と
か
ら
め
て
い
え
ば
、
さ
き
の
五
つ
の
特
徴
は
、

札
幌
農
学
校
と
米
欧
文
化
を
め
ぐ
る
遠
景
で
あ
り
、
こ
こ
に
挙
げ
た
二
つ

は
、
そ
の
近
景
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
一
八
七

0
年
代
の
こ
の
米
欧
文
化
に

対
す
る
日
本
の
対
応
を
次
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

開
拓
使
の
留
学
生
派
遣

明
治
維
新
後
の
新
政
府
の
米
欧
へ
の
文
化
的
対
応
は
、
ひ
と
つ
に
は
幕

末
以
来
の
留
学
生
派
遣
の
い
っ
そ
う
の
推
進
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
お

雇
い
外
国
人
の
積
極
的
導
入
で
あ
っ
た
。

ま
ず
そ
の
留
学
生
の
問
題
か
ら
み
て
い
こ
う
。

」
の
各
国
へ
の
留
学
生
数
(
表
1
)
は
、
明
治
初
年
に
お
け
る
日
本
の

「
雪
口

米
欧
各
国
へ
の
関
心
度
の
指
標
で
も
あ
る
。

一
八
六
人

1
七
四
年
(
明
治
元
1
七
)
の
人
数
で
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ



別独一後きが
巻・年はく圧
数仏の規影倒
とと数制響的
対い字にしで
比うでよてあ
しこ i:tっ L、る
てと、てる
みにア整がこ
るなメ理、れ
とるリさそは
。カれのあ

lまことる留と
ぼれイ)学で
対をギ一生ふ
応『リ入数れ
し回ス七のる
て覧が O ピ闘
い実上年 l 拓

i る 記位(グ使

550 I 187 I 出(』を明をか
.~. I 去二占塗主号

備考石附実『近代日本の海外留学史』第15表(154ページ〉より作成。 Q5そ5で高
原表の註によると，実数575人から残留者，出発の年・国が不明 巻玲なた学

の机い(生
の者は除かれ，複数の国にまたがる場合は，別々に算入してある。 各い しそが

国で七の大

1871年

ア メ り カ 209人 69人 80人

イ ギ リ ス 168 55 71 
ド イ ツ 82 32 34 
フ フ ン ス 60 25 17 
ロ シ ア 9 4 4 

中 国 7 7 
オーストリア 5 
J¥  。 ノレ ギ‘ 4 2 2 
香 港 2 2 
イ タ リ 2 1 
オ フ ン

夕、、
1 

ス イ ス 1 

札幌農学校と米欧文化

1870年

明治初年の留学者(延人員〉

11868-74年|

表 1
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言十

考

アメ リ カ 20 
イ ギリ ス 20 
ド イ ツ 10 
フラ γ ス 9 
イ タ リ 6 
ロ シ ア 5 
ベルギー 3 
オラ ンダ 3 
オーストリア 3 
ス イ ス 3 
スウェーデン 2 
デンマーク 1 

万ヨー国ロ博ツバ覧総会論 5 
2 (ウィーγ)
にて開催

スペイン
1 (奇襲時)ポルトガノレ

その他 7 (帰路〉

計

『米欧回覧実記」構成表

数|備|巻

表2
さ
ら
に
こ
れ
を
開
拓
使
の
留
学
生
に
焦
点
を
し
ぼ
る
と
次
の
よ
う
に
な

る。
表
3
に
よ
る
と
、
一
八
七
一

1
七
二
年
(
明
治
四

1
五
)
の
宮
費
留
学

生
、
と
り
わ
け
開
拓
使
派
遣
の
留
学
生
が
ア
メ
リ
カ
に
い
か
に
集
中
し
て

い
る
か
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
こ
に
骨
↓
の
特
徴
が
あ
る
。
石
附
実
著

『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
一
九
七
二
年
)

は
、
留
学
生
が
ア
メ
リ
カ
に
集
中
し
て
い
る
背
景
と
し
て
、

ω幕
末
か
ら

の
日
米
関
係
、

ωア
メ
リ
カ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
各
派
の
海
外
宣
伝
活

動、

ωア
メ
リ
カ
が
新
興
国
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
(
一
五
六

ー
一
五
七
ペ
ー
ジ
マ
開
拓
使
の
場
合
は
、
右
の

ωと
か
ら
め
て
北
海
道

(
3〉

と
ア
メ
リ
カ
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
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1871~72年官費留学生・開拓使留学生

派遣国別人数比較表

表3

填欧米性主
2 1 

白

1 

33 

(開拓使留学生数は官費留学生の内数〉

官費留学生修学学科目及び人数(l871~72)

英

海軍2、造船1、農学13伸、牧畜学2、工学3(1)、鉱

山学7(6) 

メリヤス製造・染物・塗物・織物・ガラス製造各 1

法律3、運上所規則2、経済2

普通学(女子教育) 5 (5)、学科取調 1、不明 4

米

伊

1 

O O O O O 6 O 3 24 O 

表4

海軍11、造船2、土木学1、測量3、建築 1、灯台技

術2、造幣5

メリヤス製造1、法律4、経済(合商法)4 

英学・普通学2、学科質問・文物制度3、不明13

さ
ら
に
、
そ
れ
を
留
学
生
数
が
上
位
を
占
め
る
米
・
英
・
仏
・
独
別

に
、
し
か
も
修
学
学
科
目
別
の
人
数
を
示
し
た
表
4
に
よ
る
と
、
第
二
の

露

5 

海軍・陸軍各1、造船2、鉱山 3(1)、工学 1(1)、農学

1 (1)、会計法1、法学・経済学1、哲学 1、学科質問

1、不明 3

軍制1

医学1、建築土木学・舎密学・物理学・薬剤各1、法

律 1、政法経1、学校事務1、不明7

独

C )内は開拓使留学生人数

備考表3・表4は青山英字・山田博司「札幌農学校成立の背景」

Cli北大百年史編集ニュース』第l号， 1977年6月〉所収より再

録。ただし、数字の一部は補正した。

独

16 

造
技
術
等
の
修
学
よ
り
も
、
北
海
道
の
開
拓
に
直
接
必
要
な
技
術
の
修
得

が
め
、
ざ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
開
拓
使
事
業
草
創
ノ
際
一
一
当
リ
、
農

(
後
述
の
引
用
参
照
)
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

工
諸
術
実
用
ノ
材
」

特
徴
と
し
て
、
開
拓
使
が
農
学
・
鉱
山
学
・
工
学
並
び
に
普
通
学
(
女
子

教
育
)
に
重
点
を
お
い
て
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き

る。

仏

17 

る。
ま
た
、
異
色
の
女
子
留
学
生
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
節
で
み
た

そ
こ
で
は
、
法
学
や
経
済
学
、
あ
る
い
は
軍
事
、
さ
ら
に
は
各
種
の
製

米

55 

同
」
|
川生

学

学

留

留

使

費

拓
官

開

生

米
欧
の
男
女
の
風
俗
に
対
す
る
日
本
の
文
化
衝
撃
へ
の
対
応
の
一
形
態
と



も
い
え
る
。
そ
れ
が
開
拓
使
を
通
し
て
あ
と
で
も
ふ
れ
る
よ
う
な
形
で
な

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
第
三
の
問
題
と
の
関
連
が
あ
る
。

で
は
、
第
三
の
問
題
と
は
何
か
。

札幌農学校と米欧文化

そ
れ
は
開
拓
使
が
北
海
道
と
い
う
風
土
性
の
上
に
立
っ
て
発
想
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
風
土
性
と
は
、
北
海
道
の
地
理
的
、
歴

史
的
諸
条
件
の
す
べ
て
を
包
み
こ
ん
だ
総
体
を
さ
す
。

開
拓
使
の
首
脳
は
、
開
拓
次
官
(
の
ち
長
官
〉
里
山
田
清
隆
を
は
じ
め
主

と
し
て
鹿
児
島
出
身
者
で
あ
り
、
彼
ら
は
か
つ
て
幕
落
体
制
下
、
琉
球
と

い
う
植
民
地
的
存
在
を
も
っ
蔭
摩
藩
で
育
っ
た
。
私
は
明
治
政
府
な
い
し

開
拓
使
の
北
海
道
政
策
の
基
調
に
は
、
こ
の
薩
摩
藩
の
琉
球
支
配
を
ふ
ま

え
た
も
の
が
、
一
転
北
海
道
で
は
形
を
変
え
て
表
出
し
て
い
る
と
思
う
の

(
4
)
 

だ
が
、
そ
れ
は
端
的
に
は
こ
の
北
海
道
を
彼
ら
が
未
踏
の
実
験
場
と
み
た

こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
彼
ら
は
、
長
い
歴
史
的
背
景
の
あ
る

49ラ

琉
球
日
沖
縄
に
対
し
て
は
「
旧
慣
温
存
」
方
式
に
よ
る
収
奪
で
臨
ん
だ

が
、
こ
の
北
海
道
の
地
に
お
い
て
は
そ
の
風
土
性
を
強
調
し
て
実
験
の
た

め
の
投
資
方
式
を
と
っ
た
。
い
ち
早
く
開
拓
使
に
よ
る
一

0
カ
年
投
資
計

画
が
た
て
ら
れ
、
そ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
し
て
ほ
し
い
。

だ
が
、
琉
球
H
沖
縄
と
北
海
道
と
の
こ
の
対
照
的
な
方
向
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
近
代
天
皇
制
の
形
成
を
め
ざ
す
明
治
藩
閥
政
府
(
と
り
わ
け
薩
摩
)

の
発
想
の
基
調
の
共
通
性
は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

か
か
る
意
味
を
も
包
み
こ
ん
だ
北
海
道
の
風
土
性
の
上
に
立
つ
て
の
実

験
的
投
資
の
意
図
が
、
右
の
開
拓
使
の
留
学
生
派
遣
に
は
こ
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
開
拓
次
官
黒
田
清
隆
の
、
以
下
に
引
用
す
る
政
府
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
音
山
見
書
の
中
に
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

夫
レ
開
拓
ノ
要
ハ
、
山
川
ノ
形
勢
ヲ
審
一
一
シ
、
道
路
ヲ
通
シ
、
土
地

ノ
美
悪
ヲ
察
シ
テ
牧
畜
栽
培
ヲ
盛
ニ
シ
、
以
テ
生
ヲ
厚
シ
俗
ヲ
美
ニ

ス
ル
ニ
在
リ
、
然
而
テ
之
ヲ
為
ス
ハ
人
才
ヲ
得
ル
ニ
因
ル
、
人
才
ヲ

得
ル
ハ
教
育
ニ
在
り
、
今
ヤ
欧
米
諸
国
能
ク
子
弟
ヲ
教
育
シ
、
児
子

未
タ
描
線
ヲ
免
レ
ス
シ
テ
能
ク
萩
麦
ヲ
鉾
ス
、
是
他
ナ
シ
、
其
母
国

ヨ
リ
学
術
ア
リ
テ
幼
稚
ノ
時
ヨ
リ
能
ク
其
ノ
教
育
ノ
道
ヲ
尽
ス
ニ
由

ナ
リ
、
然
ハ
則
チ
女
隻
ヲ
設
ケ
女
学
ヲ
興
ス
ハ
人
才
教
育
ノ
根
本
ニ

シ-ア、

一
日
モ
忽
ニ
ス
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
他
日
泉
シ
テ
此
餐
ヲ
設
ケ

人
才
教
育
ノ
墓
ヲ
立
ル
ハ
、
今
ヨ
リ
幼
年
ノ
女
子
ヲ
撰
ミ
、
欧
米
ノ

間
ニ
留
学
セ
シ
メ
、
其
学
資
ハ
当
使
定
額
中
ヨ
リ
之
ヲ
措
縛
ス
ヘ
シ

(
明
治
四
年
十
月
、
句
読
点
・
傍
点
は
引
用
者
、
以
下
向
)

北
海
道
ハ
極
北
泣
寒
ノ
地
タ
ル
ヲ
以
テ
人
情
久
住
ヲ
楽
マ
ス
、
古
ヨ

リ
開
拓
ノ
功
竣
へ
難
シ
ト
称
ス
、
是
故
-
一
之
ヲ
経
営
セ
ン
ト
ス
ル
ハ

非
常
ノ
挙
非
常
ノ
才
ニ
非
レ
ハ
能
ハ
ス
、
客
歳
盛
挙
ノ
成
算
ヲ
商
議

セ
シ
ニ
人
才
ノ
教
育
農
工
ノ
学
業
ヲ
以
テ
第
一
ト
為
ス
(
明
治
五
年

九
月
〉

開
拓
事
業
草
創
ノ
際
骨
工
諸
術
実
用
ノ
材
ニ
乏
キ
ヲ
以
テ
諸
生
ノ
卦



工 地子 1明4治年1月4日 18年5月 |青森県士族|山川健次郎 1 19 

4年 1月4日 17年3月31沼田県土族|服部敬次郎 1 16 

鉱 鹿児島県士族!大山助市 1 15 
7年2月6日

同 |村田十蔵 1 15 

5年2月18日 同年3月4日|山口県土族|大和七之允 1 17 

米
|鹿児島県士族|鮫島武之助 1 22 

開
山

7年2月6日|山口県士族|志道新之允 1 18 

在月、米開中、拓使5年管轄1 i中島政之允|
税所長八 1 17 

市来宗介|剖

5年2月18日
7年2月6日 鹿児島県土族 西郷菊次郎 1 13 

農
柴山菊入 1 22 

拓
得能新二郎 1 13 

12年3月 |東京府士族|工藤精一郎 I17 

在月、米開中、拓使5年管轄1 7年11月 !群馬県土族|新島七五三太 I32 

国 普

5年10月27日I東京吉府益士正族雄女 I吉 益ー

15年11月 l同津田畑女|津田 梅 I10 

4年11月12日 5年附加|向上回唆女|上回 悌 I17 

使 通

14年間29日I静永岡井県久土太審郎女 I永 井

15年11月 |開講女!山川捨松 I13 

露
鉱山 14年1月4日[ |鹿児島県土族 l二木彦七 1 16 

|高知県士族|宮地堅一郎 I23 

農 5年2月18日 7年3月7日|山口県士族|江村次郎 I22 
国

5年8月 |桐原仁平 I22 

醇
晶
一

題

性

一

族

同
引

H
Hし
一

F
l

祝

日

下

I
l
-
-

諸

島

一

i

前
向
山
一
帯

百

揃

一

む

開

一

帰

民
1
V

寸
t
i
l
l
-
-

表
一
遺
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言葉|監!学科|発 籍|人
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開 仏 鉱山 I5年2月間 )7年2月24日|静岡県士族|榎本彦太郎 I20 

拓 農 |鹿児島県土族|山口彦次郎 I17 
使
国 工 ) 5年2月 |同年3月7日|足羽県士族|長谷部同 I23 

米
6年10月 |鹿児島県土族|種子田清一 I23 

大 農 4年1月4日 7年2月6日|同 |最上五郎 I26 

7年2月 |山口県土族 l山尾常次郎 I23 
蔵 国
鉱山i向 |同 |来原彦太郎 I16 

省 露 7年3月5日|東京府士族|土肥百之 I17 
4年11月12日

国 7年3月7日l悶 |来見甲蔵 I18 
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備考大蔵省編『開拓使事業報告』第 4編669~670ページを基にし，他の史料により補正。

大蔵省学資支給の 6名も開拓使の派遣である。

引
事
h
、
あ
れ
わ
勘
甲
骨
A
J
卦

b
h
h肱
w
h
-
r
h
、島
h
、
卦
わ
併
時
-
打
川
勝
山
一
、

b

h」
恥
札
州

静
島

r
r
h
、
jr卦
一
小
長
山
掛
払
小
、
亭
一
一
r
A
針
掛
引
'
郡
川
れ
ハ
山
、
島

u
h
中
世
-
一
卦
卦
h

h
w
h
山
・
ハ
点
目
叫
が
わ
(
明
治
六
年
四
月
〉

ム
恥
骨
島
骨
臥
宮
山
ヂ
骨
骨
ハ
、
昨
秋
以
来
数
回
裏
議
ノ
如
ク
、
骨
工
卦
学
ハ
卦
併
掛
業

-rφ

乳

r
b
h
向
、
回
ヨ
リ
学
科
ノ
正
則
ヲ
践
ミ
全
材
ヲ
成
達
セ
シ
ム
ル
者
-
一
非
ス
、
其
実
農

夫
工
人
同
一
ユ
シ
テ
其
技
術
卒
業
ノ
遅
速
ハ
拓
土
開
物
ノ
成
否
一
一
関
係
シ
、
尋
常
並
白

骨
ハ
ハ
卦
動
小
ル
-hh
砂
舟
川
町
か
一
戸
川
(
明
治
六
年
十
二
月
)
(
以
上
、
い
ず
れ
も
『
開

拓
使
事
業
報
告
』
第
四
編
所
収
)

と
こ
ろ
で
、
そ
の
開
拓
使
派
遣
の
留
学
生
の
一
覧
表
を
掲
げ
る
と
表
5
の
ご
と
く
で
あ

る。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
も
う
少
し
具
体
的
に
説
明
す
る
意
味
で
、
こ
の
表
か
ら

若
干
の
指
摘
を
し
て
お
こ
う
。

表
5
か
ら
そ
の
出
身
府
県
別
に
分
け
て
み
る
と
、
表
6
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
の
特
徴
は
、
骨
「
に
鹿
児
島
県
出
身
者
が
三
分
の
一
以
上
を
占
め
、
山
口
県
が

こ
れ
に
次
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
薩
長
と
り
わ
け
薩
摩
の
比
重
が
重
い
こ
と

五

が

指

摘

で

き

る

。

学
数
一
ロ

7

6

2

2

1

1

1

1

勝
一
、
一
は
、
東
京
府
・
静
岡
県
そ

留
生

れ
に
青
森
県
と
い
う
よ
う
に
、
旧

幕
臣
ま
た
は
維
新
の
敗
者
に
近
い

立
場
に
あ
っ
た
藩
の
出
身
者
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
最
も
き

わ
だ
た
せ
て
い
る
の
が
女
子
留
学

生
に
他
な
ら
な
い
。

開拓使留学生出身府県

出 県

島

口

京

岡

森

知

田

羽

馬

府

I回
ノい

身

表6

鹿

山

東

静

青

高

酒

足

群

33 計
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か
つ
て
渡
辺
修
二
郎
氏
は
、
「
こ
与
に
注
目
す
べ
き
は
執
れ
も
当
時
の
政

争
に
於
て
敗
者
と
な
っ
た
東
北
地
方
又
は
東
京
の
士
族
の
少
女
で
大
抵
外

〈

5
)

務
省
又
は
開
拓
使
の
下
級
吏
員
の
娘
か
ら
採
っ
た
こ
と
が
窺
は
れ
ま
す
」

と
い
い
、
私
も
「
彼
女
た
ち
は
未
知
の
世
界
へ
の
実
験
台
に
立
つ
た
め
に

選
ば
れ
た
人
身
御
供
だ
っ
た
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
第
二
の

特
徴
は
、
実
は
第
一
の
そ
れ
と
う
ら
は
ら
の
関
係
に
あ
る
。
権
力
を
握
る

側
か
ら
い
え
ば
、
一
方
で
は
藩
閥
的
結
合
(
も
と
よ
り
そ
れ
は
官
僚
機
構

の
形
成
・
整
備
と
と
も
に
そ
れ
と
か
ら
み
つ
き
、
流
動
化
す
る
〉
で
み
ず

か
ら
の
体
制
を
固
め
、
他
方
に
お
い
て
は
、
維
新
の
敗
者
ま
た
は
そ
れ
に

近
い
立
場
の
者
を
北
海
道
H
開
拓
使
を
通
し
て
フ
ル
に
活
用
し
よ
う
と
す

る
意
図
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
そ
れ
は
、
敗
者
の
側
か
ら
い
え
ば
、
権
力

の
そ
の
意
図
を
逆
用
し
て
、
新
た
な
世
界
へ
み
ず
か
ら
を
飛
開
閉
さ
せ
よ
う

と
い
う
し
た
た
か
な
意
士
山
を
秘
め
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

こ
の
第
一
と
第
二
の
要
素
の
か
み
合
っ
た
と
こ
ろ
に
開
拓
使
は
あ
っ

た
。
い
や
、
そ
れ
は
た
ん
に
開
拓
使
に
と
ど
ま
ら
ず
、
岩
倉
使
節
団
や
開

拓
使
の
背
後
に
あ
っ
た
大
久
保
政
権
の
構
成
の
中
に
も
そ
れ
を
み
る
こ
と

(
7
)
 

が
で
き
る
。
維
新
の
変
革
そ
れ
自
体
が
、
そ
う
し
た
要
素
の
統
一
の
上
に

北大百年の諸問題

展
開
し
て
い
た
、
と
い
え
る
の
で
あ
る
o

札
幌
農
学
校
が
、
開
拓
使
の
も
と
に
設
立
さ
れ
た
こ
う
し
た
背
景
は
、

や
は
り
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
上
に
、
お
雇
い
外
国
人
の
積
極
的
導
入
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の

要
素
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
札
幌
農
学
校
は
そ
の
特
色
を
い
ち
だ
ん
と

き
わ
だ
た
し
め
、
か
つ
個
性
化
す
る
。

札
幌
農
学
校
と
米
欧
文
化

で
は
、
そ
の
お
雇
い
外
国
人
の
問
題
に
視
点
を
移
そ
う
。

明
治
初
年
の
お
雇
い
外
国
人
の
雇
用
状
況
は
表
7
の
通
り
で
あ
る
。
そ

れ
は
工
部
省
を
中
心
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
を
ピ
l
ク
と
し
て
そ
の
技
術
導
入

が
は
か
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
開
拓
使
に
お
け
る
お
雇
い
外
国
人
の
問

題
は
、
こ
う
し
た
全
体
状
況
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
周
知
の
よ
う
に
、
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
は
、
農
学
校
に
お
け
る

「
専
門
学
科
」
の
た
め
、
一
八
七
五
年
(
明
治
八
)
、
政
府
に
米
国
人
教
師

三
名
の
一
傭
を
願
い
出
、
外
務
省
は
ア
メ
リ
カ
駐
在
全
権
公
使
吉
田
清
成

の
手
を
経
て
、
州
立
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス

ミ
ス
・
ク
ラ
i
ク
(
巧
E
3
5
ω
B
F
F
(
U
F
H
r
)
お
よ
び
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ

イ
I
ラ
i
(
ヨ
一
一
3
5
巧
宮
一
$
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ピ
l

・
ベ
ン
ハ
ロ
l

(
ロ
ミ
正
句
・
早
口
宮
一
一
o
d
C
を
決
定
し
、
彼
ら
は
一
八
七
六
年
(
明
治

九
)
六
月
、
東
京
に
着
い
た
。

か
く
し
て
、
ク
ラ
I
ク
ら
を
迎
え
た
札
幌
農
学
校
は
、
そ
の
年
八
月
十

四
日
、
札
幌
の
地
で
開
校
式
を
行
い
、
発
足
し
た
。
こ
の
と
き
ク
ラ
l
ク

は
満
五

O
歳。



計

太 政 r民~ 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 5 人

外 務 省 6 2 1 1 4 14 

内 務 省 4 9 7 7 27 

大 蔵 省 7 16 4 27 

陸 軍 省 36 2 38 

海 軍 省 29 36 1 66 

文 部 省 14 25 10 24 4 77 

工 部 省 7 185 13 6 17 228 

可 法 省 1 1 4 2 8 

宮 内 省 2 2 

開 拓 使 7 1 3 11 

ツ|その他|

札幌農学校と米欧文化

太政官・各省お雇い外国人一覧 0874年〕

|アメリカ|イギリス|フランス|ドイ

表7
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備考梅渓昇『お雇い外国人JJ213ベージ第2表bより作成。この1874年が工部省のお雇い外国人

のピークで. 130 人以上を数える期間は1871~79年である。やがて，東京大学や工部大学校の

卒業生がしだし、にお雇い外国人にとって代わる。

42 37 108 269 47 言十

こ
の
札
幌
農
学
校
の
設
立
経
過
か
ら
、
次
の
よ
う
な
特
質
を
指
摘
で
き

る。
第
一
は
、
す
で
に
述
べ
た
北
海
道
の
風
土
性
の
上
に
、
投
資
型
の
開
拓

使
の
も
と
に
こ
の
学
校
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る

点
で
札
幌
農
学
校
を
根
底
で
規
定
し
て
い
る
。
第
二
以
下
は
、
こ
の
こ
と

を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
開
拓
使
は
、
開
拓
権
大
書
記
官
調
所
広
丈
を
「
購
買
長
」
と
し

な
が
ら
、
「
教
頭
兼
農
園
長
」
を
理
学
兼
法
学
博
士
ク
ラ
l
ク
と
し
、

「
懇
切
ノ
恩
遇
」
特
に
「
異
常
ノ
信
任
」
の
も
と
に
、
こ
の
お
雇
い
外
国

人
に
札
幌
農
学
校
の
教
育
と
研
究
を
委
ね
た
こ
と
で
あ
る
(
『
札
幌
農
繁

第
一
年
報
』
六
四
ペ
ー
ジ
)
。

だ
か
ら
、
こ
の
ク
ラ

l
F
の
個
性
を
ぬ
き
に
し
て
は
札
幌
農
学
校
は
語

り
え
な
い
の
で
あ
る
。

ク
ラ
l
ク
は
、
第
一
期
卒
業
生
佐
藤
昌
介
(
の
ち
北
海
道
帝
国
大
学
総

長
)
が
回
顧
す
る
よ
う
に
、
「
先
生
は
普
通
の
教
育
家
で
な
い
。
経
世
家

で
あ
り
、
軍
人
気
質
も
あ
り
、
又
た
熱
心
な
る
基
督
教
の
信
者
で
あ
り
、

そ
の
人
格
は
円
熟
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
自
然
科
学
に
対
し
て
も
造
詣
深

く
、
そ
の
得
意
の
科
学
は
植
物
学
と
化
学
で
あ
っ
た
。
農
学
者
で
な
い
こ

と
は
自
ら
云
う
所
で
あ
ツ
た
け
れ
と
農
場
の
経
営
に
対
し
て
は
一
見
識
を

持
ツ
て
お
っ
た
。
当
時
の
先
生
の
立
場
よ
り
し
て
、
学
校
の
管
理
や
組
織

や
学
生
の
訓
育
指
導
に
対
し
て
は
、
老
練
な
も
の
て
非
凡
な
る
手
腕
を
持
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た
れ
て
居
っ
た
」

の
で
あ
る
。

(
8
)
 

(
「
ウ
ヰ
リ
ア
ム
・
エ
ス
・
ク
ラ
l
ク
先
生
を
語
る
」
)

北大百年の諸問題

ク
ラ
l
ク
は
、
国
家
や
民
族
、
あ
る
い
は
人
種
を
こ
え
て
、
教
育
家
、

学
者
と
し
て
、
は
た
ま
た
学
校
経
営
者
と
し
て
札
幌
農
学
校
へ
そ
の
情
熱

を
そ
そ
い
だ
。
そ
こ
に
は
人
種
的
偏
見
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
そ
の
真
撃
な

生
活
態
度
に
人
々
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
バ
l
い
う
と
こ
ろ
の
グ
プ
ロ

テ
ス
タ

γ
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
d

の
体
現
を
み
う
る
わ
け
だ
が
、
事
実
、
札

幌
農
学
校
に
お
い
て
は
、
教
員
・
生
徒
に
禁
酒
・
禁
煙
を
誓
わ
せ
、
「
賭

さ
〆
'
ヨ
タ
テ

博
若
シ
ク
ハ
誓
約
乱
発
ノ
罪
ヲ
犯
ス
ガ
如
キ
事
ア
ル
ヲ
禁
シ
タ
」
(
前
掲

『
第
一
年
報
』
五
八
ペ
ー
ジ
。
片
仮
名
ル
ビ
は
原
文
〉
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
生
徒
に
労
働
を
課
し
、
対
価
を
支
給
し
た
の
は
、
「
給
料
ノ
為
メ
エ

非
ス
シ
テ
、
勤
労
ノ
習
慣
ヲ
養
成
シ
、
金
銭
使
用
ノ
経
済
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン

カ
為
メ
」
(
『
札
幌
農
餐
第
二
年
報
』
六
二
ペ
ー
ジ
。
句
読
点
は
引
用
者
、

以
下
同
〉
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、
生
徒
に
労
働
の
価
値
を
悟
ら
せ
、
自
主
・
独
立
の
気

風
を
育
て
る
た
め
で
あ
り
、
近
代
的
な
実
学
思
想
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
で
も
あ
っ
た
。
ク
ラ
l
ク
以
下
は
札
幌
農
学
校
に
お
け
る
教
育
を
通
し

て
、
米
欧
的
な
合
理
的
な
思
考
と
体
系
的
な
論
理
を
体
得
せ
し
め
よ
う
と

し
た
。
い
ま
、
札
幌
農
学
校
の
各
年
度
の
公
式
報
告
書
で
あ
る
『
札
幌
農

集
年
報
』
を
絡
け
ば
、
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
知
り
う
る
し
、
そ
こ
に
は

第
一
節
で
み
た
一
八
七

0
年
代
の
米
欧
文
化
の
諸
特
徴
と
こ
の
札
幌
農
学

校
の
内
実
と
が
、
い
か
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
か
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

(
9
)
 

年
cwhv

。
そ
し
て
、
こ
の
ク
ラ
i
ク
ら
の
米
欧
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
理
念
を
、

キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
人
間
教
育
を
含
め
て
開
拓
使
は
許
容
し
、
こ
の
学
校

へ
の
教
育
内
容
へ
の
干
渉
を
抑
制
し
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
I
ク
の
い
わ
ゆ

る
£
刊
の

gHF日
8
3
や

£
D
可
回
国
四
〉

Err-cc凹
ョ
も
、
こ
う
し
た
北

海
道
に
お
け
る
開
拓
使
下
の
札
幌
農
学
校
と
い
う
場
に
お
い
て
、
は
じ
め

て
理
念
と
し
て
の
説
得
力
を
も
ち
え
た
。
ク
ラ
1
ク
の
札
幌
滞
在
は
僅
か

八
カ
月
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
聞
に
彼
は
み
ず
か
ら
の
教
育
的
情
熱

と
個
性
を
通
し
て
、
こ
の
理
念
を
こ
の
学
校
の
基
礎
に
す
え
え
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
札
幌
農
学
校
が
日
本
に
お
け
る
大
学
の
ひ
と
つ
の
源
流
と
し

て
の
位
置
を
占
め
る
ゆ
え
ん
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
、
第
三
に
は
、
州
立
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
組
ま
れ
た
札
幌
農
学
校
の
教
育
を
通
し
て
、
米
欧
文

化
は
積
極
的
に
受
容
さ
れ
た
。

こ
の
点
に
関
し
、

『
年
報
』
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
し

ょ
う
。『
札
幌
且
尻
島
貫
第
一
年
報
』
(
一
入
七
七
年
に
英
文
で
刊
行
さ
れ
、
の
ち

邦
文
刊
。
復
刻
版
、
北
大
図
書
刊
行
会
、

一
九
七
六
年
〉
に
は
、

入

七
七
年
(
明
治
一

O
)
三
月
二
日
付
の
ク
ラ
1
ク
の
開
拓
長
官
黒
田
清
隆

あ
て
の
報
告
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
彼
は
次
の
よ
う
に
い
う
。



先
哲
謂
ヘ
ル
ア
リ
、
日
ク
国
ニ
人
民
無
ン
バ
国
其
国
ニ
非
ズ
、
人
ニ

心
志
無
ン
パ
人
其
人
一
一
非
ズ
、
然
リ
而
シ
テ
人
ノ
心
田
モ
之
ヲ
耕
サ

マ
レ
パ
、
亦
タ
有
レ
ド
モ
無
キ
ガ
如
シ
、
故
-
二
国
人
民
ノ
最
大
貴

重
ノ
産
物
ハ
耕
伝
ノ
至
リ
尽
セ
ル
心
回
是
レ
ナ
リ
、
田
園
・
製
造

所
・
機
械
所
及
ビ
鉱
山
ノ
産
物
ハ
国
ヨ
リ
貴
重
ナ
リ
ト
難
ト
モ
、
未

ダ
学
校
ノ
産
物
一
一
聡
ル
モ
ノ
ア
ラ
ズ
、
学
校
ノ
教
育
其
宜
シ
キ
ヲ
得

札幌農学校と米欧文化

パ
、
英
国
自
カ
ラ
繁
栄
シ
、
学
事
ノ
軽
忽
ナ
ル
ハ
其
国
衰
亡
ノ
確
徴

ナ
リ
、
故
-
一
政
治
肝
要
ノ
要
点
ハ
則
チ
其
学
制
ニ
ア
リ
、
一
国
能
ク

士
山
ヲ
其
少
年
ノ
教
育
ニ
用
ユ
レ
パ
、
則
チ
学
術
、
技
芸
、
富
国
強
兵

等
凡
ソ
人
ノ
以
テ
光
栄
ト
ナ
ス
所
ノ
事
皆
随
テ
隆
輿
ス
ベ
シ
ト
、
信

ム

fhr骨一一
F
hド
(
一
ー
ム
一
ペ
ー
ジ
、
句
読
点
・
傍
点
は
引
用
者
、
以
下
同
)

」
の
こ
と
は
あ
の
岩
倉
使
節
団
も
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
彼
ら

が
い
か
に
教
育
制
度
や
学
校
の
見
学
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
は
『
回
覧
実

記
』
に
明
瞭
で
あ
る
。
ク
ラ
l
ク
と
黒
田
の
問
に
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て

十
分
な
合
意
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
さ
き
の
黒
田
の
明
治
四
年

十
月
の
意
見
書
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
ラ
l
ク
が
離
札
し
た
あ
と
、
そ
の
職
は
ホ
イ
l
ラ
I
、
ベ
ン
ハ
ロ
l
、

ブ
ル
ッ
ク
ス
(
巧
E
U
B
司
・
四
円
o
o
rる
と
引
継
が
れ
て
い
く
が
、
そ
の
ホ

う01

イ
l
ラ
ー
も
ま
た
『
札
幌
農
集
第
二
年
報
』

(
英
文
・
邦
文
と
も
に
一
八

七
八
年
刊
〉
の
中
で
、

一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)
三
月
十
人
日
付
、
皇
…

回
あ
て
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

数
百
年
間
深
ク
学
問
ヲ
貴
重
一
シ
ナ
ガ
ラ
、
格
物
及
ヒ
社
会
人
力
ノ
最

要
法
理
ヲ
学
ハ
ズ
、
凡
ソ
百
ノ
知
識
ノ
本
源
ト
シ
テ
均
ク
魯
鈍
ナ
ル

支
那
ノ
古
典
ニ
ノ
ミ
是
レ
信
依
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
或
ハ
之
ヲ
尊

崇
シ
、
遂
ニ
其
本
源
ヲ
総
テ
其
上
-
一
登
ル
ヲ
得
ズ
、
智
戦
ノ
武
器
ハ

文
字
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
其
陣
形
/
無
数
ニ
シ
テ
且
ツ
恐
ル
ベ
キ
容
易

-
一
之
ヲ
破
ル
可
ラ
ズ
、
偶
マ
之
ヲ
破
リ
得
ル
モ
、
尚
進
テ
一
層
ノ
勝

ヲ
奏
ス
ベ
キ
カ
ト
時
ト
ヲ
貯
へ
得
ル
ノ
人
ハ
、
蓋
シ
僅
々
ニ
過
キ

ズ
、
或
ハ
僅
々
ノ
美
術
ノ
驚
ク
ベ
キ
完
全
ノ
度
-
一
達
セ
シ
モ
ノ
ナ
キ

ニ
非
ズ
ト
難
ト
モ
、
事
物
実
際
ノ
計
画
及
ヒ
発
明
法
-
一
至
テ
ハ
、
奇

異
ニ
之
ヲ
忽
視
シ
、
諸
侯
及
ヒ
諸
将
ハ
富
貴
ヲ
専
有
シ
テ
以
テ
万
民

ハ
骨
骨
引
岳
山
、
酌
払
r
h
骨
骨
判
、
掛
か
山
一
卦
砂
川
一
一
戸
、
ル
テ
卦
骨

b
h
h
h
↓
掛
ハ
辛
一
骨
↓
ご
皆
掛
川
ベ
カ
ラ
ザ
小
判
山
、
全
島
ぃ
川
島
ハ

半
(
国
民
中
最
モ
能
力
ア
ル
モ
ノ
|
原
注
)
ヲ
挙
ケ
テ
常
-
一
之
ヲ
シ

小
掛
わ
m
h
h
勧
恥
、
掛
-
一
f
-
m
h
h
t
r
h
h
h
e
ハ
ハ
、
ル
-
h
f
俗
ハ
半
-
戸

骨
皿
即
日
目
恥
い
れ
れ
わ
(
『
第
二
年
報
』
一
六

i
一
七
ペ
ー
ジ
〉

こ
こ
に
は
、
ア
ジ
ア
な
い
し
日
本
の
学
問
の
あ
り
方
と
社
会
と
の
関
わ

り
方
へ
の
批
判
が
あ
り
、
権
力
が
い
か
に
国
民
の
幸
福
な
い
し
能
力
を
阻

害
し
て
い
る
か
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
節
に
み
た
岩
倉
使
節

団
の
米
欧
と
ア
ジ
ア
を
対
比
し
て
の
考
察
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
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が
、
さ
ら
に
、
次
の
一
文
を
み
る
と
き
い
っ
そ
う
明
瞭
と
な
る
。

日
本
ノ
古
学
ハ
広
大
迂
遠
ニ
シ
テ
、
飽
マ
テ
記
臆
力
ヲ
育
養
シ
、

思
想
力
ハ
之
ヲ
軽
忽
セ
シ
モ
ノ
、
如
ク
、
其
工
芸
技
術
ハ
数
百
年
間

同
一
ニ
シ
テ
、
発
明
及
ヒ
新
規
計
画
ノ
カ
ハ
絶
テ
無
ク
、
惟
ん
ベ
摸
擬

及
ヒ
手
芸
ノ
巧
妙
ハ
非
常
ノ
高
度
一
一
達
シ
、
無
力
ノ
下
民
ハ
惟
々
強

力
者
-
一
是
レ
従
ヒ
、
僅
カ
ニ
生
命
ヲ
保
ツ
ニ
足
ル
-
一
過
ザ
ル
ノ
小
分

-
一
安
ン
ズ
ル
コ
ト
ニ
慣
レ
、
強
ハ
弱
ヲ
圧
服
シ
テ
益
々
之
ヲ
無
力
-
一

致
セ
シ
ナ
リ
(
向
上
、

一
七
ペ
ー
ジ
〉

北大百年の諸問題

ホ
イ
l
ラ
ー
が
強
調
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
は
、

ひ
と
つ
は
日
本
(
な

い
し
ア
ジ
ア
)
に
お
け
る
「
数
百
年
来
存
在
セ
ル
一
種
ノ
学
法
及
ビ
社

会
ノ
景
況
ヨ
リ
発
出
ス
ル
所
ノ
心
思
ノ
遺
伝
質
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ

は
、
「
思
想
ノ
使
用
及
ヒ
慣
習
ヲ
纏
緩
拘
束
セ
ル
凡
百
事
物
ノ
勢
力
」
の

存
在
で
あ
っ
た
(
向
上
、

一
六
ペ
ー
ジ
〉
。

こ
の
二
つ
の
打
破
こ
そ
が
、

日
本
を
国
際
社
会
に
飛
躍
さ
せ
る
能
力
関

発
の
基
本
と
み
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
は
い
う
、

「
現
今
孝
-
一
政
体
全

ク
変
革
セ
リ
」
と
。
体
制
変
革
に
よ
っ
て
そ
の
道
は
ひ
ら
か
れ
た
と
彼
は

み
る
の
だ
が
、
慎
重
に
も
「
数
世
ヲ
要
セ
シ
所
ノ
癖
ハ
之
ヲ
破
ル
モ
亦
数

代
ヲ
要
ス
ベ
キ
ナ
リ
」
と
指
摘
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
(
向
上
、

一
七
ペ
ー
ジ
)
。
こ
こ
に
も
教
育
の
重
要
性
が
自
覚
さ
れ
て
い
る
。

ホ
イ
l
ラ
l
の
報
告
書
を
み
る
と
、
札
幌
農
学
校
が
い
か
に
「
自
為
ノ

(
『
第
二
年
報
』
一
九
ペ
ー
ジ
、
圏
点
原
文
、
以
下
同
)
の
養
成
を

人
'-

め
ざ
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

彼
は
「
論
理
」
と
「
実
業
」
、
「
事
物
」
と
「
道
理
」
の
因
果
関
係
の
認

「
事
物
ト
道
理
ト
ハ
学
問
ノ
本
末

ナ
レ
パ
、
其
理
論
上
ノ
関
係
ハ
常
ニ
必
ス
之
ヲ
銘
記
ス
ル
ヲ
要
ス
、
他
日

之
ヲ
一
般
ノ
世
務
上
一
一
実
用
ス
ル
ニ
至
ラ
パ
、
人
ヲ
益
ス
ル
コ
ト
十
倍
ナ

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
理
ヲ
知
レ
パ
其
事
ノ
心
一
一
根
拠
ス
ル
コ
ト
モ
亦
堅
固
ナ

レ
パ
ナ

h
、
事
ノ
如
何
ヲ
知
ラ
バ
単
一
ノ
技
ニ
吾
川
ベ
灯
、
其
争
ハ
何
h
f

理
ニ
基
ク
ヲ
知
ラ
パ
、
菅
ニ
其
一
事
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
都
テ
其
類
ノ
事
物
ニ
通

ス
ベ
シ
、
知
識
モ
思
想
ナ
ケ
レ
パ
拡
充
ノ
力
甚
タ
弱
シ
、
知
識
思
想
ト
相
合

識
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
い
わ
く
、

シ
テ
始
メ
テ
無
限
ノ
功
用
ヲ
生
ス
ベ
キ
ナ
リ
」
(
向
上
、
二

0
ペ
ー
ジ
)
と
。

さ
ら
に
、
ホ
イ
i
ラ
!
の
い
う
と
こ
ろ
が
γ
も
う
少
し
聞
こ
う
。

我
輩
ノ
少
年
ニ
数
学
・
論
理
学
及
理
学
等
ヲ
教
授
ス
ル
ハ
、
単
ニ
彼

ヲ
シ
テ
官
庁
一
一
其
等
数
及
ヒ
図
解
ヲ
提
出
セ
シ
メ
、
或
ハ
其
他
人
ヨ

り
借
り
来
リ
タ
ル
意
思
及
ヒ
解
説
ヲ
廟
堂
ニ
持
参
セ
シ
メ
ン
カ
為
メ

一
一
非
ズ
、
又
タ
其
式
文
及
ヒ
分
類
書
ヲ
高
ク
天
然
製
練
場
ノ
門
戸

(
世
間
|
原
注
)
ニ
掲
ゲ
シ
メ
ン
ノ
意
一
一
モ
非
ス
、
理
非
曲
直
ヲ
耕
別

ス
ベ
キ
完
全
ノ
真
理
ヲ
貯
蓄
セ
ル
心
思
ヲ
生
出
シ
、
変
化
極
リ
ナ
キ

世
ノ
問
題
ト
形
勢
ト
ニ
応
シ
、
旧
理
ヲ
推
シ
テ
己
ガ
新
意
ニ
及
ボ
シ
、

成
就
ス
ベ
キ
ノ
目
的
ヲ
シ
テ
之
ヲ
成
就
ス
ル
ノ
解
引
タ
ラ
シ
ム
ル
コ

ト
、
尚
天
地
問
ノ
簡
易
ナ
カ
ラ
ニ
不
思
議
ナ
ル
事
物
ノ
陪
-
一
其
源
因

ヲ
示
ス
ガ
如
ク
ナ
ラ
シ
メ
ン
ガ
為
メ
ナ
リ
(
向
上
、
二
一
ペ
ー
ジ
〉



こ
こ
に
は
札
幌
農
学
校
の
め
ざ
し
た
と
こ
ろ
が
遺
憾
な
く
語
ら
れ
て
い

る。

札幌農学校と米欧文化

ホ
イ
l
ラ
l
は
、
ク
ラ
l
ク
こ
そ
は
「
東
洋
第
一
ノ
農
費
ヲ
設
立
セ
ン

ガ
タ
メ
ニ
蒋
セ
ラ
レ
、
其
奉
職
ノ
日
月
ハ
短
カ
シ
ト
雄
ト
モ
、
其
成
功
ヤ

大
ナ
リ
ト
ス
」
(
向
上
、
三
一
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
同
氏

(
ク
ラ
l
ク
l
引
用
者
注
〉
ノ
学
識
、
経
験
、
及
ヒ
尽
力
ヨ
リ
生
セ
シ
所

ノ
禅
益
ハ
、
本
使
ノ
永
ク
感
銘
セ
ラ
ル
ベ
キ
事
ニ
シ
テ
、
同
氏
振
作
ノ
所

行
ハ
其
日
本
ニ
駐
在
セ
シ
時
-
一
於
テ
相
接
待
セ
シ
所
ノ
生
徒
及
ヒ
諸
土
ノ

心
ヲ
提
捌
シ
、
常
ニ
憤
心
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
ノ
源
ト
ナ
ル
ベ
シ
、
宣
ニ
感
歎

セ
サ
ル
ヲ
得
ン
ヤ
」
(
向
上
、
コ
二
!
一
二
二
ペ
ー
ジ
)
と
述
べ
る
。

ク
ラ
l
ク
の
理
念
が
札
幌
農
学
校
の
源
泉
と
な
り
、
ホ
イ
l
ラ
ー
や
生

徒
た
ち
が
こ
れ
を
忠
実
に
受
け
つ
い
で
い
る
こ
と
が
よ
み
と
れ
る
。

私
は
別
の
機
会
に
、
岩
倉
使
節
団
の
関
心
を
農
学
校
に
限
定
し
、
一
行

帰
国
後
の
制
度
的
結
実
に
局
限
す
れ
ば
、
そ
れ
は
駒
場
農
学
校
(
内
務
省

勧
業
寮
管
轄
下
に
創
ま
り
、
一
八
七
七
年
十
月
、
農
学
校
と
改
称
、
翌
年

一
月
開
校
、
の
ち
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
)
と
結
び
つ
く
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
の
意
味
で
は
札
幌
農
学
校
は
こ
の
使
節
団
と
は
む
し
ろ
別
の
と
こ

ろ
、
つ
ま
り
開
拓
使
が
ア
メ
リ
カ
の
開
拓
を
モ
デ
ル
と
し
、
北
海
道
ヘ
ク

(
刊
)

ラ
l
ク
を
招
蒋
し
た
と
こ
ろ
に
発
足
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。

503 

だ
が
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
を
第
一
節
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る

と
、
岩
倉
使
節
団
が
米
欧
文
化
と
ア
ジ
ア
(
日
本
)
の
そ
れ
と
を
対
比
し

つ
つ
洞
察
し
、
自
省
し
た
と
こ
ろ
を
、
む
し
ろ
札
幌
農
学
校
が
い
か
に
み

ず
か
ら
の
存
在
を
か
け
て
そ
の
実
現
を
め
、
ざ
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
、
札
幌
農
学
校
は
、
農
学
校
と
し
て
は
駒
場
農
学
校
と
共
通
性

を
も
ち
つ
つ
も
、
後
者
に
は
「
グ
農
学
4

(
林
学
等
を
含
め
て

i
原
注
)
に

対
す
る
社
会
的
な
蔑
視
(
原
文
注
略
)
が
あ
っ
た
」
の
に
対
し
、
前
者
に

は
「
キ
リ
ス
ト
教
に
依
拠
す
る
開
拓
者
精
神
(
自
由
と
進
取
|
原
注
)
の

(
U
)
 

鼓
吹
」
を
基
調
と
し
た
「
全
人
格
的
な
教
育
」
が
な
さ
れ
た
、
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
度
い
え
ば
、
朴
島
h
い
ち
ゅ
駒
場
農
学
校
が
岩
倉
使
節
団
(
な

い
し
大
久
保
政
権
の
殖
産
興
業
・
教
育
政
策
)
と
比
較
的
ス
ト
レ
ー
ト
に

(ロ)

結
び
つ
い
た
の
に
対
し
、
札
幌
農
学
校
は
開
拓
使
H
北
海
道
と
い
う
ワ

ン
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
お
い
た
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
、
理
念
と
し
て
は
岩
倉

使
節
団
が
洞
察
し
、
自
省
し
た
米
欧
文
化
を
、
ク
ラ
l
ク
以
下
の
異
色
な

お
雇
い
外
国
人
を
通
し
て
、
「
全
人
格
的
な
教
育
」
の
理
念
を
基
調
と
し

た
場
で
、
積
極
的
に
受
容
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

」
う
し
た
札
幌
農
学
校
の
特
質
は
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
よ
い
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
特
質
を
も
っ
札
幌
農
学
校
が
、
の
ち
の
大
学
へ
の
起
点
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
矢
内
原
忠
雄
氏
が
「
大
学
と
社
会
」
の
中
で
指
摘

す
る
次
の
一
文
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

私
学
は
別
と
致
し
ま
し
て
、
官
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
歴
史
を
み
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る
と
、
明
治
の
初
年
に
お
い
て
日
本
の
大
学
教
育
に
二
つ
の
大
き
な

中
心
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
東
京
大
学
で
、
一
つ
は
札
幌
農
学
校
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
学
校
が
、
日
本
の
教
育
に
お
け
る
国
家
主
義
と
民
主

主
義
と
い
う
こ
大
思
潮
の
源
流
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
ざ
っ
ぱ

(
日
)

に
言
っ
て
、
そ
う
い
う
風
に
き
ロ
え
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
氏
が
、
「
札
幌
か
ら
発
し
た
と
こ
ろ
の
、
人
聞
を
造
る

と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
な
教
育
が
主
流
と
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
東
京
大
学
に

発
し
た
と
こ
ろ
の
国
家
主
義
、
国
体
論
、
皇
室
中
心
主
義
、
そ
う
い
う
も

(
M〉

の
が
、
日
本
の
教
育
の
支
配
的
な
指
導
的
理
念
を
形
成
し
た
」
と
し
、
そ

こ
に
近
代
日
本
の
悲
劇
が
あ
っ
た
と
い
う
と
き
、
札
幌
農
学
校
の
日
本
近

代
史
上
に
お
け
る
位
置
の
重
要
性
は
、
い
ち
だ
ん
と
浮
彫
り
に
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

北大百年の諸問題

そ
れ
は
本
稿
の
主
題
の
い
き
つ
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

〔注〕

ハ1
)

詳
し
く
は
田
中
彰
「
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
『
東
洋
』
と
『
西
洋
』
」

(
『
中
嶋
敏
先
生
古
稀
記
念
品
嗣
集
』
下
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
一
年
、
所
収
)

参
照
。

〈

2
〉
詳
し
く
は
田
中
彰
「
岩
倉
使
節
団
の
ア
メ
リ
カ
観
」
(
和
歌
森
太
郎
先
生
還

暦
記
念
『
明
治
国
家
の
展
開
と
民
衆
生
活
』
弘
文
堂
、
一
九
七
五
年
、
所
収
〉

参
照
。

(
3
〉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
評
論
家
で
あ
っ
た
茅
原
華
山
(
廉
太
郎
〉

が
、
一
九
二
三
年
(
大
正
二
一
〉
の
「
北
海
道
の
研
究
」
と
い
う
論
稿
で
、

一
北
海
道
は
日
本
の
ア
メ
り
カ
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
は
欧
羅
巴
の
北
海
道
で
あ

る
」
(
『
穏
晦
以
後
茅
原
華
山
文
集
』
内
観
社
}
一
九
二
九
年
、
七
四
ペ
ー
ジ
)

と
い
っ
た
言
葉
を
想
起
せ
よ
。

(
4
〉
田
中
彰
『
近
代
天
皇
制
へ
の
道
程
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
一
四

一一

l
一
四
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

(

5

)

渡
辺
修
二
郎
「
我
国
最
初
の
女
子
海
外
留
学
生
」
(
『
新
旧
時
代
』
一
一
の

二
、
一
九
二
六
年
一
月
〉
。

(

6

)

田
中
彰
『
岩
倉
使
節
団
』
(
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
七
七
年
)
二
四
ベ
I

ジ
ー

(

7

)

田
中
彰
『
日
本
の
歴
史
M
明
治
維
新
』
(
小
学
館
、
一
九
七
六
年
)
、
前
掲

『
岩
倉
使
節
団
』
、
田
中
彰
「
大
久
保
政
権
論
」
(
遠
山
茂
樹
編
『
近
代
天
皇
制

の
研
究
』
上
巻
、
岩
波
書
宿
、
近
刊
所
収
予
定
)
等
参
照
。

(
8
〉
中
島
九
郎
『
佐
藤
昌
介
』
川
崎
書
庖
新
社
、
一
九
五
六
年
、
一
二
四
ペ
ー
ジ

(
9
)

発
想
の
類
似
は
以
下
本
文
に
み
る
通
り
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
考
察
の
一

例
を
示
せ
ば
、
『
札
幌
農
餐
第
二
年
報
』
に
お
け
る
運
搬
に
対
す
る
合
理
的
な

省
力
化
の
問
題
(
六
八
|
七
三
ペ
ー
ジ
)
と
、
山
石
倉
使
節
団
の
報
告
書
『
米
欧

回
覧
実
記
』
第
五
編
第
九
O
巻
の
「
運
漕
総
論
」
(
特
に
一
七
八
|
一
八
五
ペ
ー

ジ
〉
の
叙
述
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
符
合
は
驚
く
ほ
ど
で
あ
る
。

(m〉
田
中
彰
「
農
学
校
と
岩
倉
使
節
団
」
ハ
昭
和
日
年
度
科
学
研
究
費
研
究
成

果
報
告
書
『
日
本
近
代
史
に
お
け
る
札
幌
農
学
校
の
研
究
』
代
表
者
永
井
秀
夫

一
九
八

O
年
三
月
〉

ハ
日
)
斎
藤
之
男
『
日
本
農
学
史
』
大
成
出
版
社
、
一
九
六
八
年
、
二
ハ
五
・
一

七
二
|
一
七
三
ペ
ー
ジ
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(
ロ
〉
札
幌
農
学
校
開
設
の
翌
々
年
、
つ
ま
り
一
八
七
八
年
(
明
治
一
一
)
一
月

二
十
四
日
の
駒
場
農
学
校
の
開
校
式
に
明
治
天
皇
が
臨
幸
、
大
臣
参
議
以
下
が

列
席
、
内
務
卿
大
久
保
利
通
は
天
皇
へ
農
学
校
規
則
・
新
校
舎
絵
図
お
よ
び
同

校
の
錦
等
を
奉
呈
す
る
と
と
も
に
、
勅
語
に
応
え
た
祝
詞
の
中
で
、
「
鳴
呼
、

我
邦
ノ
農
事
ヲ
シ
テ
段
々
乎
ト
シ
テ
日
ニ
関
ヶ
月
二
季
、
、
物
産
ハ
益
々
繁
殖

-
一
赴
キ
、
民
生
ハ
益
々
富
鏡
-
一
至
ラ
シ
メ

γ
コ
ト
ハ
、
今
日
μ

ヨ
リ
始
マ
ラ
戸
」

と
奏
上
し
た
。
ま
た
、
大
久
保
は
そ
の
賞
典
禄
二
カ
年
分
(
五
四

O
O円
余
〉

を
農
学
校
奨
学
資
金
と
し
て
寄
附
し
た
の
で
あ
る
(
勝
目
孫
弥
『
甲
東
逸
話
』

富
山
房
、
一
九
二
八
年
、
二
ハ
九

l
一
七
一
ペ
ー
ジ
〉
。

大
久
保
政
権
が
い
か
に
駒
場
農
学
校
に
密
差
し
て
い
た
か
は
、
右
の
事
実
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
矢
内
原
忠
雄
『
大
学
に
つ
い
て
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
年
、
九

二
ペ
ー
ジ

ハ
M
)

右
同
、
九
一
一
一
ペ
ー
ジ

(
北
海
道
大
学
文
学
部
教
授
)

ラ05
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